つむぐの「共 (とも)に生 (い)きる」こととは

「私 (わたし)」が、楽 (たの)しんだり、安心 (あんしん)できたり、元気 (げんき)になれる場 (ば)を想像 (そうぞう)してみよう。家族 (かぞく)での団 (だん)らんや友人 (ゆうじん)との交流 (こうりゅう)、学 (まな)びの集 (あつ)まりや趣味 (しゅみ)の集 (あつ)まりなどだろうか。つむぐ、だろうか。
　そんな様々 (さまざま)な場 (ば)には共 (きょう)通 (つう)するふたつの関係 (かんけい)がある。
　ひとつ：「私 (わたし)」が認 (みと)められている関係 (かんけい)＝「存在 (そんざい)承認 (しょうにん)」
　　　　　《あなたはここにいてもいいですよ》
　ふたつ：「私 (わたし)」に役割 (やくわり)がある＝「役割 (やくわり)創造 (そうぞう)」
　　　　　《あなたにいてもらわないと困 (こま)ります》
　このふたつがそろった仲間 (なかま)との関係 (かんけい)の場 (ば)で「私 (わたし)」は自己 (じこ)実現 (じつげん)に挑戦 (ちょうせん)し、仲間 (なかま)の自己 (じこ)実現 (じつげん)を支 (ささ)え、共 (とも)に元気 (げんき)になっていく。
　自分 (じぶん)とだれか。
　「私 (わたし)」もあって「私 (わたし)たち」もある、つむぐ。
　みんなに会 (あ)えてうれしい、ほんとうによかった。
　それがつむぐの「共 (とも)に生 (い)きる」なんだ。
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